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3 議会広報第３号

　

原　

博
子
氏
が
平
成　

年
９
月

１７

　

日
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
提

３０案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

議
会
は
、
原　

博
子
氏
を
再
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

常
陸
大
宮
市
出
産
祝
い
金
支
給

条
例

　

新
た
な
出
産
祝
い
金
制
度
と
し

て
、
誕
生
し
た
す
べ
て
の
子
の
親
、

ま
た
は
養
育
す
る
者
に
祝
い
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

祝
い
金
を
受
給
で
き
る
方
は
、
常

陸
大
宮
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

子
を
出
産
し
た
方
ま
た
は
当
該
子

を
養
育
す
る
方
で
、
支
給
す
る
祝
い

金
は
、
一
子
に
つ
き
３
万
円
で
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
平
成　

年
４
月

１７

１
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。た
だ

　

常
陸
大
宮
市
税
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

常
陸
大
宮
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

し
、
平
成　

年
度
に
限
り
、
常
陸
大

１７

宮
市
山
方
地
域
出
産
奨
励
金
支
給

要
項
、
常
陸
大
宮
市
緒
川
地
域
出

産
祝
金
及
び
健
全
育
成
奨
励
金
支

給
要
綱
、
及
び
常
陸
大
宮
市
御
前

山
地
域
す
く
す
く
子
育
て
奨
励
金

支
給
要
綱
の
規
定
を
適
用
す
る
場

合
、
本
条
例
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

（単位：千円）
� � � �� � ��� �� �
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常
陸
大
宮
市
土
地
開
発
事
業
の

適
正
化
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

常
陸
大
宮
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

常
陸
大
宮
市
非
常
勤
消
防
団
員

に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
 （
表
１
の
�
�
�
が
二
千
円
増
額
）

栄　

町

原　
　

博
子　
氏

人
権
擁
護
委
員
に
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城
北
地
方
広
域
事
務
組
合
規
約

の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
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平
成　

年
３
月　

日
付
け
で
、

１７

３１

大
宮
地
方
広
域
組
合
が
解
散
さ

れ
、
施
設
等
が
常
陸
大
宮
市
に
移

管
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
議
会
で

決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

総
務
常
任
委
員
会
と
生
活
文
教

常
任
委
員
会
に
分
割
付
託
さ
れ
、

審
議
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

現
在
救
命
士
は
何
人
い
る
の

か
、
今
後
の
予
定
は
。
と
の
質
疑

に
対
し
て
、
救
命
士
は
現
在
８
名

で
、
東
署
・
西
署
そ
れ
ぞ
れ
４
名

で
、
今
後
の
予
定
は
、
平
成　

年
２０

度
ま
で
に
総
員　

名
に
す
る
計
画

１２

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

広
域
聖
苑
で
パ
ソ
コ
ン
シ
ス
テ

ム
賃
借
料
は
、
ど
の
よ
う
な
業
務

に
使
用
し
て
い
る
の
か
。
と
の
質

疑
に
対
し
て
、
施
設
使
用
申
請

書
、
火
葬
許
可
証
等
の
発
行
を
迅

速
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
。
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

家
和
楽
青
少
年
の
家
は
、
良
い

施
設
で
あ
る
が
、
利
用
者
の
減
少

が
目
立
つ
。
近
年
の
利
用
率
と
そ

れ
を
高
め
る
た
め
工
夫
等
は
。
と

の
質
疑
に
対
し
て
、
利
用
率
は
、

ほ
ぼ
横
ば
い
で
、
子
ど
も
会
、
各

種
老
人
会
等
に
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
の
配
布
を
し
、
近
隣
他
県
に
つ

い
て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

等
で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
。
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

おおみや広域聖苑

市消防本部
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デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、

住
民
が
希
望
す
る
場
所
か
ら
場
所

ま
で
「
ド
ア
・
ト
ゥ
・ 
ド
ア
」
の

移
動
を
低
額
で
提
供
す
る
新
し
い

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

す
で
に
導
入
し
て
い
る
自
治
体

で
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
い

わ
ゆ
る
交
通
弱
者
の
方
々
に
対
す

る
生
活
交
通
の
確
保
・
充
実
策
と

し
て
、
ま
た
地
域
商
工
業
の
活
性

化
、
合
併
後
の
住
民
の
交
流
、
そ

し
て
従
来
の
生
活
交
通
に
関
す
る

自
治
体
の
財
政
支
出
の
効
率
化
策

と
し
て
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
市
の
周
辺
山
間
地
域

に
は
最
適
な
交
通
シ
ス
テ
ム
と
思

わ
れ
ま
す
。
検
討
す
る
考
え
が
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

○
総
務
部
長

　

必
要
最
小
限
の
運
行
路
線
を
基

本
路
線
と
し
て
、
電
話
な
ど
に
よ

る
注
文
が
あ
っ
た
場
合
に
、
指
定

し
た
オ
プ
シ
ョ
ン
路
線
を
運
行
す

る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等

の
運
行
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
当
市
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

の
検
討
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
地

域
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
交
通
シ
ス

テ
ム
を
検
討
、
構
築
し
た
中
で
、

そ
の
運
行
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
こ
の
よ
う
な
方
法
も
視

野
に
入
れ
た
中
で
、
検
討
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
、
現
段
階
認
識

を
し
て
い
ま
す
。
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TAXI

・
中
学
校
歴
史
教
科
書
に
つ
い

て
・
小
規
模
工
事
等
希
望
者
登
録

制
度
に
つ
い
て
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健診の様子

旧小貫小学校
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
は
、
住
民
の
願
い
で

あ
り
地
域
福
祉
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
、
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
一
層
の
施
策
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

課
題
に
対
し
、
実
状
の
把
握
、

的
確
な
判
断
に
よ
る
福
祉
事
業
の

展
開
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

旧
山
方
町
の
廃
校
を
、
心
身
障

害
（
児
）
者
の
地
域
交
流
拠
点
、

作
業
所
、
あ
る
い
は
放
課
後
健
全

育
成
事
業
、
生
涯
学
習
等
々
、
多

機
能
施
設
と
し
て
利
用
し
、
福
祉

施
策
の
充
実
を
図
る
考
え
が
あ
る

か
伺
い
ま
す
。

○
市
長

　

障
害
者
の
福
祉
対
策
に
つ
い
て

は
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
充

実
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
市
内

の
障
害
者
福
祉
施
設
、
特
に
障
害

児
の
施
設
は
少
な
い
現
状
で
あ

り
、
障
害
の
あ
る
子
を
持
つ
親
の

要
望
に
応
え
、
で
き
る
だ
け
支
援

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

旧
長
田
小
学
校
の
廃
校
利
用
に

つ
い
て
は
、
施
設
の
あ
る
地
元
等

と
の
調
整
、
事
業
の
内
容
及
び
運

営
の
方
法
、
ま
た
支
援
方
法
を
関

係
部
局
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
廃
校
等
の
施
設
利
用
に

つ
い
て
、
福
祉
事
業
へ
の
利
用
も

含
め
各
方
面
か
ら
の
調
査
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

私
は
こ
の
間
、
健
康
日
本　

地
２１

域
計
画
（
健
康
常
陸
大
宮　

）
の

２１

問
題
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

住
民
の
重
い
負
担
と
な
っ
て
い

る
国
民
健
康
保
険
の
安
定
化
の
た

め
に
は
、
予
防
可
能
な
疾
患
で
あ

る
生
活
習
慣
病
を
確
実
に
予
防
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
は
、
住
民
の
生
活

の
質
を
保
障
す
る
こ
と
に
な
る
と

○
保
健
福
祉
部
長

　

保
健
師
等
を
中
心
に
福
祉
担
当

も
含
め
て
健
康
に
関
す
る
状
況
把

握
に
つ
い
て
の
内
部
打
合
せ
会
議

や
、
計
画
策
定
に
関
す
る
講
演
会

を
開
催
、
ま
た
、
健
康
推
進
課
及

び
各
総
合
支
所
の
保
健
師
、
栄
養

士
を
含
め
た
担
当
者
等
で
構
成
す

る
計
画
策
定
調
査
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
早
い
時
期
に
庁
内
関
係

部
局
に
よ
る
組
織
（
調
整
会
議
）

を
設
置
し
、
内
容
等
の
調
査
検
討

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

計
画
策
定
委
託
料
１
５
０
万
円

の
委
託
内
容
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
取
り
ま
と
め
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
、
策
定
会
議
の
資
料
作
成
と
運

営
支
援
、
計
画
の
編
集
及
び
調

整
、
計
画
書
印
刷
製
本
が
あ
り
ま

す
。

考
え
る
か
ら
で
す
。

　

計
画
策
定
の
た
め
の
内
部
の
打

合
せ
会
・
検
討
会
議
の
運
営
と
進

捗
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
、
予
算

化
さ
れ
た
計
画
策
定
委
託
料
１
５

０
万
円
の
委
託
内
容
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
説
明
を
求
め
ま
す
。

・
ふ
れ
あ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

・
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
講
座

に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

・
中
学
校
教
科
書
問
題
に
つ
い
て

・
各
種
委
員
会
･
審
議
会
等
委

員
の
公
募
に
つ
い
て

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

に
つ
い
て

・
常
陸
大
宮
市
事
業
実
施
計
画

に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�



7 議会広報第３号

� � � �

総合小学校建設予定地

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
																					

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
																					























���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������														













����������������������	
� � � � � ��

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������														













����������������������������













����������������������	
��
� � � � � ��

　

市
民
の
方
々
の
共
通
の
願
い
で

あ
る
過
疎
か
ら
の
脱
却
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
定
住
促
進
を
図
る

生
活
基
盤
の
安
定
と
効
果
的
な
少

子
化
対
策
な
ど
に
よ
る
人
口
増
を

目
指
す
住
み
よ
い
条
件
づ
く
り
が

至
上
課
題
で
す
。

　

小
児
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
、

常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
の
構
想
の

中
で
、
あ
る
程
度
の
財
政
措
置
も

視
野
に
置
き
な
が
ら
特
に
小
児
科

に
焦
点
を
据
え
て
、
ス
タ
ッ
フ
の

充
実
と
体
制
整
備
を
強
く
働
き
か

け
て
い
く
考
え
は
な
い
か
、
折
衝

経
過
も
踏
ま
え
て
見
解
を
伺
い
ま

す
。

○
保
健
福
祉
部
長

　

小
児
科
医
は
不
足
の
傾
向
に
あ

り
、
小
児
医
療
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
地
域
に
あ
っ
て
も
例
外
で
は
な

く
、
小
児
科
医
の
確
保
が
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
中
核
病
院
の
開
院
に

向
け
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
病
院
を
運
営
す
る
茨
城
県
済

生
会
で
は
、
地
元
に
準
備
室
を
設

置
し
人
材
の
確
保
等
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
市
も
地
域
の
医

療
体
制
の
確
保
を
図
る
た
め
、
環

境
整
備
を
初
め
、
十
分
な
支
援
体

制
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
中

核
病
院
の
運
営
状
況
を
考
慮
し
、

相
応
の
助
成
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

御
前
山
小
学
校
建
設
に
つ
い
て

は
、
基
本
設
計
、
用
地
買
収
費
が

本
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
決
定
に
従
い
、
御
前
山

の
三
つ
の
小
学
校
に
お
い
て
、
地

域
住
民
へ
の
説
明
が
行
わ
れ
、
そ

の
結
果
、
３
地
区
と
も
統
合
反
対

の
意
見
は
な
く
、
む
し
ろ
早
期
に

建
設
し
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
に
答
え
る
べ
く
、
執

行
部
の
こ
の
件
に
対
す
る
取
り
組

み
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

○
教
育
次
長

　

教
育
委
員
会
で
は
、
地
区
説
明

会
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
統

合
小
学
校
建
設
に
向
け
、
課
題
等

に
つ
い
て
必
要
な
調
査
研
究
を
行

う
た
め
、
新
た
に
御
前
山
地
域
統

合
小
学
校
建
設
委
員
会
（
仮
称
）

を
設
置
し
、
事
業
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

建
設
委
員
会
の
構
成
は
、　

名
２５

以
内
を
予
定
し
、
各
小
中
学
校
教

職
員
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
保
育
園
保
護
者
会
、
学
識
経

験
者
等
を
考
え
て
い
ま
す
。
統
合

小
学
校
の
建
設
に
向
け
て
、
課
題

と
問
題
に
つ
い
て
協
議
を
い
た
だ

き
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
生
活
環
境
の
保
全
向
上
を
図

る
条
例
等
の
制
定
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

・
市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
い
て

・
合
併
市
町
村
計
画
に
対
す
る

県
の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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中
学
校
の
教
科
書
採
択
を
目
前

に
し
て
、「
新
し
い
歴
史
教
科
書

を
つ
く
る
会
」
な
ど
は
、
今
使
わ

れ
て
い
る
教
科
書
を
攻
撃
し
、
歴

史
を
歪
曲
し
、
愛
国
心
や
国
旗
・

国
歌
の
押
し
付
け
を
強
調
し
、
憲

法
改
正
に
中
学
生
を
誘
導
す
る
内

容
の
、
扶
桑
社
の
教
科
書
を
採
択

す
る
よ
う
全
国
の
地
方
教
育
委
員

会
等
に
働
き
か
け
を
強
め
て
い
ま

す
。

　

市
の
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
動
き
に
惑
わ
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
憲
法　

条
に
あ
る
「
憲

９９

法
・
尊
重
・
擁
護
」
の
立
場
に
立

脚
し
、
公
正
に
中
学
校
の
歴
史
・

公
民
教
科
書
採
択
問
題
に
対
処
さ

れ
る
よ
う
、
強
く
求
め
る
も
の
で

す
。

○
教
育
長

　

中
学
校
の
教
科
書
採
択
に
つ
い

て
は
、
公
民
教
科
書
を
選
ぶ
基
準

と
し
て
、
採
択
地
区
の
協
議
会
等

の
意
見
を
聞
き
、
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
く
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
教
科
書
採
択
に
関

す
る
指
導
助
言
と
援
助
の
中
で
、

県
の
指
針
等
に
十
分
配
慮
し
な
が

ら
、
今
後
、
適
正
か
つ
公
正
に
採

択
事
務
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

造
成
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

野
上
原
団
地
（　

区
画
）
も
、
団

５１

地
内
の
道
路
の
舗
装
工
事
が
完
了

す
れ
ば
、
今
年
中
に
分
譲
を
開
始

す
る
と
言
う
こ
と
で
す
が
、
次
の

点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
、
分
譲
開
始
は
い
つ
頃
に
な
る

の
か
。

２
、
坪
単
価
は
、
い
く
ら
位
か
。

３
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
販
売
を

考
え
て
い
る
の
か
。

４
、
取
得
条
件
は
。

○
建
設
部
長

　

分
譲
開
始
は　

月
初
旬
の
予
定

１０

で
す
。

　

坪
単
価
の
設
定
は
、
宅
地
分
譲

審
査
委
員
会
で
、
市
宅
地
分
譲
条

例
に
基
づ
い
て
算
定
し
、
設
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

販
売
方
法
は
、
分
譲
地
の
道
案

内
看
板
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

販
売
は
何
回
か
に
分
け
る
か
、
ま

た
、
申
込
順
に
す
る
か
抽
選
に
す

る
か
を
検
討
中
で
す
。

　

取
得
条
件
は
、
居
住
用
住
宅
を

建
築
す
る
方
で
、
譲
渡
金
額
等
の

支
払
い
が
可
能
な
こ
と
、
３
年
以

内
に
建
築
工
事
着
手
可
能
な
こ
と

等
で
す
。

・
ペ
イ
オ
フ
の
対
策
に
つ
い
て

・
税
金
の
徴
収
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

・
農
業
振
興
に
関
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て

・
市
道
吉
田
･
北
田
線
の
工
事

請
負
契
約
に
関
し
て

・
非
核
平
和
都
市
宣
言
に
つ
い

て
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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合
併
し
た
５
町
村
の
う
ち
、
４

町
村
が
過
疎
地
域
で
す
。
こ
の
地

域
の
発
展
な
し
に
は
、
新
市
の
発

展
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
過
疎
対
策
の
計
画

（
５
年
で
３
２
４
億
３
、０
８
７

万
円
）
の
事
業
が
具
体
的
に
示
さ

れ
た
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
を
実
行
し
て
い
く
市
長
の

決
意
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
に
一
定
の
人
口
を

保
つ
た
め
、
過
疎
地
域
の
売
れ
な

い
分
譲
住
宅
の
値
引
き
と
か
助
成

措
置
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
に
水
道
、
農
排
水
、
市
営
住
宅

な
ど
も
値
引
き
で
き
な
い
か
、
併

せ
て
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

○
市
長

　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
、
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
の
ど
ち
ら
の

計
画
も
常
陸
大
宮
市
を
建
設
し
て

い
く
た
め
の
基
礎
と
な
る
計
画
で

す
。
こ
の
計
画
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
自
然
と
調
和
し
た
安
心

で
快
適
な
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。　

年
度
か
ら
計
画

１７

に
盛
り
込
ま
れ
た
事
業
は
、
年
次

的
に
進
め
、
最
大
限
の
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

宅
地
分
譲
な
ど
の
料
金
の
値
引

き
は
、
よ
く
検
討
し
、
可
能
な
も

の
は
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
家
賃
や
上
下
水
道
料
金
に

つ
い
て
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
一
部
の
地
域
の
宅
地
分
譲
に

つ
い
て
は
、
値
引
き
の
検
討
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
、
行
政
連
絡
組
織
の
区
制
制
度

へ
の
統
一
に
つ
い
て
、
区
の
世

帯
数
の
違
い
に
よ
り
、
大
き
い

区
は
い
く
つ
か
に
分
割
し
て
、

限
度
枠
の
中
で
交
付
金
申
請
が

で
き
る
よ
う
な
平
等
感
の
あ
る

制
度
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

２
、
地
域
活
性
化
交
付
金
は
、
少

な
い
自
治
会
か
ら
大
き
い
区
に

な
る
わ
け
で
あ
り
、
ど
こ
に
交

付
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
各
種
募
金
の
募
金

額
全
額
を
自
治
会
会
計
（
納
税
奨

励
金
が
含
ま
れ
て
い
る
）
で
立
替

え
払
い
し
て
い
た
が
、
交
付
金
に

な
る
と
募
金
の
趣
旨
に
反
す
る
よ

う
な
行
為
に
な
ら
な
い
の
か
伺
い

ま
す
。

　

事
業
割
交
付
金
を
申
請
す
る
た

め
の
内
容
が
難
し
い
の
で
簡
単
、

簡
便
に
申
請
で
き
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

○
総
務
部
長

　

行
政
連
絡
組
織
の
区
割
り
に
つ

い
て
は
、
大
字
程
度
を
単
位
と
す

る
方
向
で
調
整
し
て
い
ま
す
。
戸

数
等
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
同

一
の
基
準
に
よ
り
申
請
等
を
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

　

地
域
活
性
化
交
付
金
は
、
平
成

　

年
度
か
ら
全
地
域
と
も
区
に
対

１８し
て
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

　

募
金
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
善

意
に
対
し
て
市
が
交
付
金
を
支
給

す
る
の
は
不
適
切
と
も
考
え
ら
れ

る
わ
け
で
す
が
、
実
態
と
し
て
、

区
や
自
治
会
等
で
そ
の
会
計
か
ら

充
当
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
よ
う
な
地
区
に
つ
い

て
は
当
面
や
む
を
得
な
い
も
の
と

受
け
と
め
て
い
ま
す
。

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
																					























・
市
･
後
継
者
の
配
偶
者
確
保

対
策
に
つ
い
て

・
温
泉
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
・
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

・
地
域
振
興
と
活
性
化
対
策
に

つ
い
て

・
山
間
地
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

・
幼
稚
園
の
改
築
工
事
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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中
高
一
貫
教
育
は
、
６
年
間
の

一
貫
し
た
教
育
課
程
や
学
習
環
境

を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
教
育
の

多
様
化
や
ゆ
と
り
を
生
み
、
生
徒

の
個
性
を
伸
ば
す
こ
と
が
目
的
で

す
。

　

小
瀬
高
は
、
御
前
山
、
緒
川
、

美
和
の
旧
３
村
の
中
学
校
と
連
携

型
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
校

は
、
県
北
山
間
部
の
過
疎
地
域
に

位
置
し
、
定
員
割
れ
が　

年
前
か

２０

ら
常
態
化
し
て
い
ま
す
。
入
学
者

の　

〜　

％
が
、
地
元
３
中
学
で

８０

９０

占
め
ら
れ
て
お
り
、
入
学
生
確
保

が
同
校
存
続
の
至
上
命
令
で
す
。

　

県
下
初
の
試
み
で
あ
る
が
、
現

状
は
ど
う
か
。
今
後
ど
の
よ
う
な

展
開
と
成
果
を
期
待
し
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

　

旧
御
前
山
村
に
お
い
て
、
昭
和

　

年
度
か
ら　

歳
以
上
の
高
齢
者

４９

６７

の
医
療
費
無
料
化
が
行
わ
れ
、
村

民
の
強
い
要
望
と
、
歴
代
村
政
の

努
力
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
市
の
試
算
に
よ
る
と
、
対

象
者
は
１
万
１
、５
３
１
人
、
必

要
な
予
算
は
６
億
９
千
万
円
で
、

市
の
人
口
の
約
４
人
に
一
人
の
割

合
の
高
齢
者
の
た
め
に
２
・
７
％

の
予
算
を
投
じ
る
こ
と
は
、
正
に

み
ん
な
に
喜
ば
れ
る
市
民
の
税
金

の
使
い
方
で
す
。
高
齢
者
医
療
費

無
料
化
を
、
全
市
に
広
げ
る
適
応

を
求
め
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

○
保
健
福
祉
部
長

　

こ
の
制
度
は
、
合
併
協
議
会
で

平
成　

年
度
以
降
調
整
す
る
こ
と

１７

に
な
っ
て
お
り
、
今
ま
で
の
経
過

を
踏
ま
え
、
今
年
度
１
年
間
の
み

の
継
続
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
無
料
化
を
実
施
し
て
い

る
多
く
の
自
治
体
で
は
、
制
度
の

廃
止
を
含
め
て
見
直
し
を
進
め
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
国

の
通
知
で
も
、
老
人
医
療
費
を
公

平
に
負
担
す
る
と
い
う
趣
旨
か

ら
、
一
部
負
担
金
の
肩
が
わ
り
措

置
は
適
切
で
な
い
と
さ
れ
、
本
市

と
し
て
も
、
市
全
体
に
拡
大
継
続

す
る
こ
と
は
将
来
に
わ
た
る
財
政

負
担
と
な
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

等
を
考
慮
す
れ
ば
困
難
で
す
の

で
、
見
直
し
、
廃
止
の
方
向
で
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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○
教
育
長

　

現
状
と
課
題
と
し
て
は
、
少
子

化
に
よ
る
小
瀬
高
校
入
学
者
の
減

少
、
連
携
型
入
試
の
あ
り
方
、
設

置
者
の
違
う
連
携
型
中
高
一
貫
に

は
教
育
課
程
ま
た
は
教
育
活
動
等

の
連
携
が
難
し
い
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

今
後
は
、
教
師
の
さ
ら
な
る
資

質
向
上
と
中
高
一
貫
の
利
点
を
生

か
し
た
事
業
等
の
実
施
等
、
ま

た
、
入
試
制
度
及
び
高
校
で
の
学

習
等
の
共
通
理
解
の
改
革
が
必
要

で
す
。

　

生
徒
と
保
護
者
や
地
域
が
一
層

理
解
を
深
め
、
こ
の
中
高
一
貫
教

育
が
さ
ら
な
る
発
展
を
す
る
よ
う

推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

小瀬高等学校

・
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
に
つ
い
て

・
廃
校
活
用
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

・
御
前
山
地
域
の
小
学
校
統
合

に
つ
い
て

・
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
負
担
に
つ

い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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建設中の常陸大宮済生会病院
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歳
以
上
が
２
、
４
８
８
万

６５
人
、　

歳
以
上
が
１
０
３
万
人
。

９０

５
人
に
一
人
が　

歳
以
上
の
高
齢

６５

化
社
会
に
な
り
ま
し
た
今
日
、
埼

玉
県
富
士
見
市
で
認
知
症
姉
妹

が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
と
言
っ
て
５
千

万
円
以
上
の
大
金
を
取
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
市
内
に
も
一
人
住

ま
い
老
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
安
全
確
保
の
た
め

に
、
社
協
職
員
が
、
週
一
、
二
度

家
庭
訪
問
を
し
て
は
ど
う
か
伺
い

ま
す
。

　

少
子
化
は
、
嫁
不
足
が
解
消
さ

れ
れ
ば
、
多
少
な
り
と
も
違
っ
て

き
ま
す
。
国
際
結
婚
も
視
野
に
、

出
会
い
の
場
、
環
境
を
つ
く
れ
ば

よ
い
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺

い
ま
す
。

○
市
長

　

少
子
高
齢
化
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
対
策
に
満
足
せ
ず
、
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
よ
う
、
担
当
部
に
も

指
示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

嫁
不
足
対
策
に
つ
い
て
は
、
旧

大
宮
町
で
実
施
し
て
い
た
ふ
れ
あ

い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
計
画
し
て
お

り
、
今
年
度
は
全
市
内
を
対
象
と

し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

国
際
結
婚
に
関
し
て
は
、
今

後
、
企
業
等
に
も
お
願
い
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
市
が
主

体
と
な
っ
て
実
施
と
い
う
の
は
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
市
長

　

建
設
工
事
の
前
倒
し
執
行
に
つ

い
て
は
、
公
共
事
業
が
景
気
経
済

の
活
性
化
の
下
支
え
に
な
る
と
認

識
し
て
お
り
、
早
期
発
注
を
指
示

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

物
品
の
納
入
等
に
つ
い
て
は
、

地
場
産
業
振
興
の
観
点
と
病
院
誘

致
の
経
過
か
ら
、
総
合
病
院
誘
致

期
成
同
盟
内
の
業
者
か
ら
納
入
で

き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
職
員
採
用

に
つ
い
て
も
、
地
元
優
先
の
採
用

を
済
生
会
へ
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

○
保
健
福
祉
部
長

　

地
元
業
者
の
商
取
引
が
で
き
る

も
の
は
、
物
品
で
は
医
療
機
器
、

病
院
用
食
材
、
事
務
用
品
、
医
療

材
料
等
が
あ
り
、
業
務
委
託
で
は

清
掃
業
務
、
リ
ネ
ン
業
務
、
警
備

業
務
等
が
あ
り
ま
す
。

　

地
元
商
工
業
者
は
、
不
況
の
影

響
、
大
型
店
の
進
出
に
よ
り
あ
ら

ゆ
る
業
種
が
、
そ
の
経
営
に
苦
慮

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
来
年
に
常
陸
大
宮

済
生
会
病
院
が
開
院
す
る
わ
け
で

す
が
、
地
元
業
者
が
商
取
引
等
の

で
き
る
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な
業

種
が
あ
る
の
か
。
物
品
納
入
、
業

務
委
託
等
、
ま
た
、
職
員
採
用
に

関
し
て
地
元
業
者
及
び
市
民
を
最

優
先
で
き
る
の
か
ど
う
か
。

　

市
発
注
建
設
工
事
の
予
算
減
少

の
中
、
地
元
建
設
業
者
も
そ
の
経

営
に
苦
慮
し
て
い
る
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
す
が
、
市
執
行
部
と
し
て

前
倒
し
執
行
に
よ
る
救
済
の
考
え

は
な
い
か
伺
い
ま
す
。
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・
個
人
情
報
･
住
民
基
本
台
帳

閲
覧
に
つ
い
て

・
戸
籍
届
け
出
に
つ
い
て

・
工
事
入
札
に
つ
い
て

・
総
合
病
院
職
員
採
用
に
つ
い

て
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

・
市
営
住
宅
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
（
田
子
内
第
２
住
宅
）

・
若
林
地
区
道
路
改
良
工
事
の

発
注
時
期
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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幼
稚
園
と
保
育
所
、
ど
ち
ら
も

未
就
学
児
童
を
対
象
と
す
る
施
設

で
す
が
、
所
管
官
庁
が
文
部
科
学

省
と
厚
生
労
働
省
に
分
か
れ
、
指

導
要
領
も
学
校
教
育
法
と
児
童
福

祉
法
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
統
一
、
再
編
し
て
い
こ
う
と
い

う
幼
保
一
元
化
の
試
み
が
全
国
的

に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
し

か
し
両
者
の
法
令
な
ど
の
違
い
か

ら
、
う
ま
く
進
ん
で
い
な
い
部
分

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

本
市
も
幼
稚
園
に
お
け
る
預
か

り
保
育
の
実
施
な
ど
幼
稚
園
、
保

育
所
の
垣
根
を
越
え
た
保
育
需
要

へ
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
お
尋
ね
し
ま
す
。

○
教
育
長

　

今
年
度
、
県
の
指
定
に
よ
り
美

和
地
区
の
美
和
保
育
所
、
美
和
幼

稚
園
、
嶐
郷
小
学
校
に
お
い
て
、

幼
保
小
連
携
の
推
進
協
議
会
を
市

が
設
置
し
、
２
カ
年
に
わ
た
り
研

究
を
推
進
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
地
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
幼
児

期
の
教
育
か
ら
小
学
校
へ
の
教
育

の
一
体
化
と
教
育
へ
の
円
滑
で
適

正
な
接
続
の
あ
り
方
等
を
求
め
な

が
ら
、
今
後
、
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

○
保
健
福
祉
部
長

　

幼
保
一
元
化
、
幼
保
連
携
等
に

つ
い
て
、
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

子
育
て
支
援
対
策
の
新
た
な
保
育

ニ
ー
ズ
と
位
置
づ
け
、
国
県
等
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
幼
保
一
体
と

な
っ
た
事
業
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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１
、
定
員
管
理
の
適
正
化
に
あ

た
っ
て
は
、
合
併
効
果
や
民
間

委
託
・
電
子
自
治
体
化
等
を
十

分
反
映
し
た
職
員
の
削
減
が
必

要
で
す
。

２
、
給
与
の
適
正
化
に
つ
い
て

は
、「
退
職
時
特
例
昇
給
の
廃

止
」「
退
職
手
当
の
最
高
支
給

額
・
昇
給
停
止
年
齢
を　

歳
に

５５

引
き
下
げ
」
の
早
期
実
現
。
特

殊
勤
務
手
当
て
等
の
早
急
な
見

直
し
。
職
員
給
与
と
地
域
民
間

賃
金
の
比
較
方
法
を
充
実
さ

せ
、
公
民
較
差
の
是
正
な
ど
、

国
は
地
方
自
治
体
に
対
し
、
強

く
求
め
て
い
ま
す
。

３
、
職
員
採
用
に
つ
い
て
は
、

種
々
の
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討

が
必
要
で
す
。
今
年
度
の
採
用

の
考
え
は
。
ま
た
、
任
期
付
職

員
制
度
活
用
の
考
え
は
。

　

以
上
、
市
長
の
基
本
的
な
考
え

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

○
市
長

　

職
員
の
定
数
は
、
定
員
適
正
化

計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に
定
数

削
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

退
職
時
の
特
別
昇
給
は
今
年
５

月
に
廃
止
し
、
退
職
手
当
の
支
給

率
引
き
下
げ
は　

年
度
か
ら
国
と

１９

同
率
（
引
き
下
げ
）
に
す
る
こ
と

を
決
定
し
て
い
ま
す
。
昇
給
停
止

年
齢　

歳
に
つ
い
て
は
、
国
の
給

５５

与
制
度
改
正
等
も
視
野
に
検
討

し
、
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
も

適
正
に
対
処
し
ま
す
。
職
員
と
民

間
企
業
給
与
を
比
較
検
討
す
る
こ

と
は
現
時
点
難
し
く
、
指
針
等
を

注
視
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
職
員
採
用
は
消
防
職

の
み
を
予
定
、
任
期
付
職
員
制
度

は
業
務
で
の
必
要
性
等
を
十
分
検

討
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

・
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

美和幼稚園
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学
校
給
食
の
重
要
性
は
、
知

育
、
体
育
と
並
ぶ
大
切
な
分
野
で

す
。
そ
こ
で
、
改
め
て
学
校
給
食

の
現
状
を
見
る
と
、
予
算
確
保
の

点
で
市
内
で
も
分
か
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
ち
に
ま
と
め
る
に
は
、

難
し
い
状
況
と
は
思
い
ま
す
が
、

今
後
、
予
算
の
一
本
化
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
「
大
切
な
食
育
」
に

つ
い
て
、
見
直
し
と
言
う
よ
う
な

予
算
の
設
定
は
な
い
と
考
え
ま
す

が
、
基
本
方
針
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
市
内
で
は
、
給
食
セ
ン

タ
ー
方
式
と
自
校
方
式
の
給
食
と

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
違
い
や
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
は
開
き
が
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

○
教
育
次
長

　

給
食
予
算
の
一
本
化
に
つ
い
て

は
、
給
食
運
営
委
員
会
を
設
置
、

ま
た
、
各
担
当
者
に
よ
る
調
整
会

議
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
給
食
予

算
に
つ
い
て
は
、
合
併
調
整
方
針

に
基
づ
き
、
給
食
費
、
補
助
金
制

度
、
給
食
内
容
等
か
ら
調
査
研
究

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
は
、
安
全

と
安
定
、
食
材
の
コ
ス
ト
削
減
面

で
の
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、
一
部

で
少
し
冷
め
て
し
ま
う
等
の
欠
点

も
あ
り
ま
す
。
自
校
方
式
は
、
特

産
物
等
を
使
用
し
た
多
彩
な
メ

ニ
ュ
ー
が
可
能
、
調
理
者
の
顔
が

見
え
る
等
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

栄
養
士
等
が
配
置
さ
れ
、
栄
養

等
は
同
じ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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���������������������
���������������������
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���������������������
���������������������

・
育
成
会
活
動
に
つ
い
て

・
市
内
高
校
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
第
２
回
臨
時
会

１７

は
、
７
月　

日
に
開
か
れ
、
議

２７

案
４
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。�

�
�
�
�
�
�
�
	

山
方
中
学
校
体
育
館
改
築
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額３

億
３
、
０
７
５
万
円

契
約
の
相
手
方　

岡
部
・
瀧
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

代
表
構
成
員

　
　

株
式
会
社　

岡
部
工
務
店

　
　

代
表
取
締
役　

小
林　

博
　

構
成
員

　
　

株
式
会
社　

瀧
工
務
店

　
　

代
表
取
締
役　

瀧　

文
雄

�
�
�
�
�
�

常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
手
術
室

医
療
機
器
購
入
に
つ
い
て

契
約
金
額

 

１
億
２
、
６
０
０
万
円

契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社　

日
東

　

代
表
取
締
役
社
長

 

二
川
泰
久

災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車（
１
‐
Ｂ
型
）購
入

に
つ
い
て

契
約
金
額　

３
、
３
３
９
万
円

契
約
の
相
手
方

　

有
限
会
社　

鈴
機

　

代
表
取
締
役　

鈴
木
直
人
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（単位：千円）
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津浪滝沢線（野口地内） 塩原地内
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地方財政の拡充を求める意見書

　平成１６年度、政府は「三位一体改革」によって２．９兆円の地方交付税等の削減を抜き打ち的に実施し、多くの

自治体が「予算が組めない」という深刻な事態に追い込まれました。これに対し、地方６団体や自治体関係団

体が「国の借金のつけを地方へまわすな」とたちあがりました。その結果、平成１７年度も１６年度と同水準の一般

財源が確保されました。

　しかし、これは大幅に削減された１６年度と同じ水準であって、改善されたわけではありません。したがって、

基金のない自治体や財政力の小さい自治体にとっては、引き続き困難な予算編成を強いられることは明白で

す。

　さらに重大なことは、財務省は依然として７．８兆円の地方交付税削減をあきらめていないことです。この財

務省削減計画が実施されると茨城県の場合、「４９市町村で交付額が半分以下に落ち込み、県、市町村ともに予算

編成が事実上不可能になる」（０４年１１月６日付茨城新聞）といわれています。

　自治体本来の使命は、住民の福祉やくらし、地域の安全や経済振興など「住民福祉の増進」にあります。地

方交付税など一般財源は、自治体が自由に使える財源であり、これが縮小することは、「住民福祉の増進」のた

めの行政運営を困難にします。いますでに多くの自治体は、深刻な財政危機に直面しており、これ以上国庫補

助負担金や交付税が削減されるような事態になれば、地方行政そのものが成り立ちません。

　つきましては、地方財政のいっそうの充実をはかる視点で地方財政改革を推進されますよう要請します。

（要請項目）

１．地方交付税の財源保障機能と財政調整機能を堅持すること。

２．地方交付税等の総額を平成１５年度水準まで回復させること。

３．生活保護費や児童扶養手当などについて、単なる補助率の引き下げは絶対行わないこと。

４．地方財政計画の策定にあたっては、地方の声を十分反映させること。

５．税源移譲は、低所得者層に増税にならないように実施すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　　平成１７年　６月２２日

 茨城県常陸大宮市議会議長

（提出先）

内閣総理大臣　　総務大臣　　　　財務大臣　　　　衆議院議長　　　参議院議長

� ���������������������������������������������������������������������

地方六団体改革案の早期実現に関する意見書

　地方六団体は、「基本方針２００４」に基づく政府からの要請により、昨年８月に、地方分権の理念に沿った三位

一体の改革を実現すべく、地方六団体の総意として、その改革案を小泉内閣総理大臣に提出したところである。

　しかしながら、昨年１１月の「三位一体の改革について」の政府・与党合意の税源移譲案は、その移譲額を平

成１６年度分を含め、概ね３兆円とし、その約８割を明示したものの、残りの約２割については、平成１７年中に

検討を行い、結論を得るとし、多くの課題が先送りをされ、真の地方分権改革とは言えない状況にある。

　よって、政府においては、平成５年の衆・参両院による地方分権推進に関する全会一致の国会決議をはじめ、

地方分権一括法の施行といった国民の意思を改めて確認し、真の「三位一体の改革」の実現を図るため、残さ

れた課題等について、地方六団体の提案を十分踏まえ、改革案の実現を強く求めるものである。

記

１．地方六団体の改革案を踏まえた概ね３兆円規模の税源移譲を確実に実現すること。
（裏面につづく）
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２．生活保護費負担金及び義務教育費国庫負担金等の個別事項の最終的な取り扱いは、「国と地方の協議の場」

において協議・決定するとともに、国庫負担率の引き下げは絶対認められないこと。

３．政府の改革案は、地方六団体の改革案の一部しか実現されておらず、地方六団体の改革案を優先して実施

すること。

４．地方六団体の改革案で示した平成１９年度から２１年度までの第２期改革案について政府の方針を早期に明示

すること。

５．地方交付税制度については、「基本方針２００４」及び「政府・与党合意」に基づき、地方公共団体の財政運営

に支障が生じないよう、法定率分の引き上げを含み地方交付税総額を確実に確保するとともに、財源保障

機能、財源調整機能を充実強化すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　平成１７年 ６月２２日

 茨城県常陸大宮市議会議長

（提出先）

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　内閣官房長官　郵政民営化・経済財政政策担当大臣　総務大臣　　

財務大臣

乳幼児医療費助成制度の拡充を求める意見書

　わが国の合計特殊出生率は年々低下し、２００４年は１．２８だったことが厚生労働省から発表されました。これ

は、前年度の１．２９より低下し、少子化に歯止めがかかっていない状況で、まさに危機的な水準にいたっていま

す。

　少子化の進行は、人口構造の高齢化や将来の生産年齢人口の減少にもつながり、子どもの健全な成長への影

響のみならず、社会経済や社会保障のあり方にも重大な影響を及ぼすことが懸念されます。

　子育て家庭の経済的負担を軽減する措置が少子化対策として、ますます重要施策となっています。

　児童期までの年代は病気にかかりやすく、また、アトピー性皮膚炎や小児喘息など長期の療養を要する病気

も増加しており、病気の早期発見と早期治療、治療の継続を確保する上で医療費助成制度の拡充は極めて重要

な役割をになっています。

　県民世論調査でも「理想の子どもの数より実際の子どもの数のほうが少ないのは子育てのための経済的負担

が大きいから」という答えが半数以上になっています。深刻な不況のもとで子育て世帯の家計のやりくりは大

変になっており、母子家庭においては平均年間収入が県の世論調査からみても、減収になっている現況から助

成制度のさらなる拡充がいそがれます。

　安心して子どもを産み、育てることのできる社会の実現をめざすには地方制度の安定化が必要です。

　県におかれましては、新たな自己負担はせず、所得制限もなくして就学前まで無料にすることを強く要望す

るものです。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　　平成１７年６月２２日

 常陸大宮市議会議長

（提出先）

茨城県知事
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地方議会制度の充実強化に関する意見書

　平成５年の衆参両議院における地方分権推進決議以降、地方分権一括法の施行や市町村合併に伴う地方自治

にかかる地勢図の変化など、地方議会を取り巻く環境は、近時大きく変化してきている。

　また、今日、三位一体の改革などが進められる中で、税財政面での自己決定権が強まれば、それに伴い議会

の執行機関に対する監視機能を強化し、自ら住民のための政策を発信していかなければならないのは必然であ

る。

　このような中、二元代表制の下での地方議会の役割は一層その重要性を増していることから、住民自治の代

表機関である議会の機能の更なる充実と、その活性化を図ることが強く求められている。一方、各議会におい

ては、自らの議会改革等を積極的に行っているところであるが、これらの環境に対応した議会の機能を十分発

揮するためには、解決すべき様々な制度的課題がある。

　こうした課題は、現行の地方自治法が制定後６０年経過し、「議会と首長との関係」等にかかわる状況が変化し

ているにもかかわらず、ほとんど見直されておらず、議会にかかる制度が実態にそぐわなくなっていることか

ら、議会制度全般にわたる見直しが急務である。

　２１世紀における地方自治制度を考えるとき、住民自治の合議体である「議会」が自主性・自律性を発揮して

はじめて「地方自治の本旨」は実現するものであり、時代の趨勢に対応した議会改革なくして地方分権改革は

完結しないと考える。

　よって国におかれては、現在、第２８次地方制度調査会において「議会のあり方」を審議項目として取り上げ、

活発な審議が行われているところであるが、地方議会制度の規制緩和・弾力化はもとより、①議長に議会招集

権を付与すること、②委員会にも議案提出権を認めること、③議会に附属機関の設置を可能とすることなど、

地方議会の権能強化及びその活性化のため、抜本的な制度改正が図られるよう強く求める。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　平成１７年６月２２日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茨城県常陸大宮市議会議長

（提出先）

衆議院議長　　参議院議長　　内閣総理大臣　　総務大臣
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沼田市役所

　５月３０日から６月１日にかけて、総務常
任委員会の行政視察を行いました。
　鳥取県雲南市では、家の玄関から目的地
まで送迎をしてくれるデマンド方式のジャ
ンボタクシーを視察。島根県安来市では、
買物、観光、スクールバス等を運行してい
る広域生活バスの状況を視察しました。

� � � � � � �� � � � � � ��� �� �� �� �� �� ��

岩手県立生涯学習推進センター

雲南市　掛合総合センター

　６月２９日から７月１日にかけて、議会運
営委員会では、議会運営についての先進地
調査として、新潟県阿賀野市議会と群馬県
沼田市議会を視察しました。
　阿賀野市は、平成１６年４月に２町２村
（安田町・京ヶ瀬村・水原町・笹神村）で
合併、沼田市は平成１７年２月に２村（白沢
村・利根村）を編入し現在にいたっていま
す。

� � � � � � �� � � � � � ��� �� �� �� �� �� ��

　７月１３日から７月１５日にわたり、生涯学
習及び環境対策についての行政視察を行い
ました。
　岩手県花巻市の県立生涯学習推進セン
ターでは、生涯学習の推進について取り組
んでいる事例や研究内容の説明を受け、青
森県六ヶ所村では、日本原燃株式会社を視
察しました。

��������	��������	����������������		
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滝川市役所

　５月２３日から５月２５日にかけて、経済常
任委員会の行政視察を行いました。
　鳥取県日吉津村では、直売所・野菜農業
の運営状況について「ふれあい村アスパル」
を視察し、経営努力や消費者ニーズの研究
等の説明を受けました。島根県松江市八束
支所では、基幹産業であるぼたんの生産状
況について視察しました。

坂北村役場

松江市八束支所

　５月２５日から５月２７日にわたり、医療施
設の運営について及び健康づくりについて
の行政視察を行いました。
　北海道の市立千歳市民病院では、医療施
設の運営状況について、医療スタッフの確
保の難しさや運営の方法等の説明を受け、
北海道滝川市では、「健康滝川２１」計画につ
いての概要、成果等の説明を受けました。

��������	��������	����������������		

　５月１８日から５月２０日にわたり、建設常
任委員会の行政視察を行いました。
　長野県坂北村では、合併浄化槽の全村域
推進事業の取り組みについて。須坂市で
は、市民と行政が一体となり成功した、花
と緑のまちづくり事業の説明を受け、群馬
県草津町では、上水道事業及び温水事業の
取り組みについて視察しました。

� � � � � � �� � � � � � ��� �� �� �� �� �� ��

� � � � � � �� � � � � � ��� �� �� �� �� �� ��
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議 事 予 定会議曜日月／日

開　会
議案審議・採決
委員会付託

本会議月９月５日

常任委員会委員会火９月６日

常任委員会委員会水９月７日

常任委員会委員会木９月８日

議事整理休会金９月９日

土９月１０日

 日９月１１日

議事整理休会月９月１２日

一般質問本会議火９月１３日

一般質問本会議水９月１４日

一般質問本会議木９月１５日

議事整理休会金９月１６日

土９月１７日

日９月１８日

 敬老の日月９月１９日

議事整理休会火９月２０日

委員長報告
議案審議・採決
閉　会

本会議水９月２１日

編　集　常陸大宮市議会広報委員会

〒３１９－２２９２

茨城県常陸大宮市中富町３１３５－６

TEL ０２９５－５２－１１１１（代）  内線４１３

 ０２９５－５３－０３９３（直）

FAX ０２９５－５２－２１８６

ｅメール

gikai@city．hitachiomiya．lg．jp

　あゆみ保育園では、毎年ボディーペインティングの行事
を行っています。今年は当日の気温が上がらなかったた
め室内で実施されました。園児たちは、自分やお友達の顔
や手足にペイントをして、大はしゃぎの様子でした！

���������� 　７月６日（水）、県立小瀬高校において、「救急救
命法講習」が行われました。この講習は、５年ほど
前から実施されており、応急処置や心肺蘇生法の
正しい方法を習得、緊急を要する場合に、速やかに
適切な処置をできるようにすることを目的として
行われています。

������

　議会に対するご意見・ご要望がありまし
たら、住所氏名を明記の上、常陸大宮市議
会事務局までお届け願います。

　第３回定例会は、９月５日から開催予定です。
　ぜひ、傍聴においでください。（定員３０名）
～手続きは簡単で、本会議を傍聴するとき
に、住所・氏名・年齢を書くだけです。～

（詳しくは議会事務局まで）

����������������		
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